
と 

き 

令
和
六
年
三
月
一
〇
日
（
日
） 

 
 

 
 

十
二
時
半
開
場 

十
三
時
開
会 

と
こ
ろ 

梅
若
能
楽
学
院
会
館 

〒
一
六
四-

〇
〇
〇
三 

東
京
都
中
野
区
東
中
野
二-

六-

一
四 

Ｊ
Ｒ
総
武
線
・
地
下
鉄
大
江
戸
線 

東
中
野
駅
よ
り
徒
歩
８
分 

地
下
鉄
丸
ノ
内
線
・
大
江
戸
線 

中
野
坂
上
駅
よ
り
徒
歩
８
分 

  

第
一
回
（
令
和
五
年
度
） 

全
国
少
壮
吟
詠
家
選
考
審
査
会 

   

主
催 

公
益
財
団
法
人
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会   

来
聴
歓
迎
・
入
場
無
料 

    

大
会
次
第 

一
、
一
般
審
査
用
吟
題
抽
選 

一
、
開
会
の
辞 

一
、
国
歌
斉
唱 

一
、
財
団
会
詩
合
吟 

一
、
財
団
代
表
挨
拶 

一
、
大
会
実
施
要
項
説
明 

一
、
審
査
員
紹
介 

一
、
競
吟 

一
、
審
査
結
果
発
表
並
び
に
入
選
者
表
彰 

一
、
閉
会
の
辞 

 

梅
若
能
楽
学
院
会
館
案
内
図 



第
一
回
全
国
少
壮
吟
詠
家
選
考
審
査
会
開
催
に
あ
た
っ
て 

 

よ
り
い
っ
そ
う
の 

吟 

道 

振 

興 

を 

 

公
益
財
団
法
人 

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会 

会 

長 

沼 

崎 
 

富 

 

 

昭
和
四
十
七
年
以
来
、
半
世
紀
に
わ
た
り
実
施
し
て
参
り
ま
し
た

「
全
国
少
壮
吟
詠
家
審
査
コ
ン
ク
ー
ル
決
選
大
会
」
は
、
入
選
者
の
中

か
ら
数
多
く
の
名
吟
家
を
輩
出
し
て
き
ま
し
た
が
、
社
会
情
勢
の
変

動
等
に
よ
り
年
々
挑
戦
者
の
減
少
傾
向
が
顕
著
と
な
り
、
予
選
大
会

が
開
催
出
来
な
い
状
況
が
続
い
て
お
り
ま
し
た
。 

 

そ
の
よ
う
な
事
か
ら
当
該
の
検
討
委
員
会
を
立
ち
上
げ
、
議
論
を

重
ね
、
理
事
会
・
評
議
員
会
に
於
い
て
協
議
し
て
参
り
ま
し
た
結
果
、

従
来
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
四
年
度
の
第
五
十
回

大
会
を
最
後
と
し
、
新
た
に
令
和
五
年
度
か
ら
は
、「
全
国
少
壮
吟
詠

家
選
考
審
査
会
」
と
の
名
称
と
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
致
し
ま
し
た
。 

 

こ
れ
ま
で
の
審
査
方
式
と
は
異
な
り
、
新
た
に
面
接
や
研
修
会
を

経
て
、
挑
戦
者
の
人
と
な
り
や
技
量
を
見
極
め
、
総
合
的
に
合
否
の
判

断
を
下
す
制
度
と
致
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
選
考
審
査
会
は
、
日
頃
の
研
鑽
を
競
う
場
で
あ
る
と
同
時
に
、

優
れ
た
少
壮
吟
詠
家
選
出
を
目
的
と
し
た
も
の
で
あ
り
、
吟
詠
の
芸

術
的
向
上
を
図
る
と
共
に
、
吟
剣
詩
舞
道
界
の
将
来
を
担
う
人
材
を

育
成
す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
制
度
で
あ
り
ま
す
。 

 

出
場
者
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
の
精
進
の
成
果
を
十
分
発
揮
さ
れ
、

優
秀
な
成
績
を
収
め
ら
れ
ま
す
よ
う
希
望
致
し
ま
す
。
そ
し
て
、
ご
来

場
の
皆
様
方
に
は
、
芸
術
的
・
音
楽
的
に
進
歩
し
た
吟
詠
の
今
日
像
を

正
し
く
ご
理
解
頂
き
、
お
一
人
で
も
多
く
の
方
が
斯
道
に
親
し
ん
で

頂
け
ま
す
よ
う
期
待
致
し
て
お
り
ま
す
。 

 

終
わ
り
に
、
皆
様
方
の
ご
健
勝
ご
多
幸
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
し

て
、
私
の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

  

公
益
財
団
法
人 

日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
会
詩 

笹 

川 

良 

一 

作 

 

朝
あ
し
た

に
吟 ぎ

ん

じ
夕 ゆ

う

べ
に
舞 も

う
て
心 し

ん

身 し
ん

を
錬 ね

り 

礼
節

れ
い
せ
つ

持 じ

し
来 き

た

っ
て
互 た

が

い
に
真 し

ん

を
養

や
し
の

う 

世
界

せ

か

い

は
一
家

い

っ

か

皆 み
な

我 わ

が
友 と

も 
願 ね

が

わ
く
は
斯
道

し

ど

う

を
興 お

こ

し
て
人
倫

じ
ん
り
ん

を
正 た

だ

さ
ん 

 



第 

一 

回 

全 

国 

少 

壮 

吟 

詠 

家 

選 

考 

審 

査 

会 

大 

会 

役 

員 
 

大
会
会
長 

沼 

崎 
 
 

富 

大
会
副
会
長 

徳 

田 

寿 

風 

 
 

早 

淵 

鯉 

將 

大
会
実
行
委
員 
池
内 

賢
二 

𠮷
田 

魁
桜 

河
野 

鶴
聲 

 
 

宮
川 

紫
朋 

藤
上 

翔
山 

安
田 

水
鈴 

 
 

入
倉 
昭
星 

藤
本 

誠
堂 

清
水 

錦
洲 

 
 

鈴
木 

吟
亮 

田
中 

国
臣 

遠
藤 

晃
楓 

 
 

杉
浦 

英
容 
古
川 

壽
泉 

伏
尾 

琵
城 

 
 

髙
木 

法
洲 

 

審 

査 

委 

員 

 

◎
審
査
委
員
長 

徳
田 

寿
風 

特
別
審
査
委
員 

沼
崎 

 

富 

河
野 

正
明 

 
 

審
査
委
員 

河
野 

鶴
聲 

清
水 

錦
洲 

和
田 
彩
楓 

 
 

藤
原
光
伶
子 

田
畑 

水
姫 

前
山 

紫
峰 

 

◎
大
会
特
別
顧
問 

山
岡 

哲
山 
 

小
幡 

神
叡 

 

藤
原 

摂
楠 

 

矢
萩 

鳳
祥 

武
田 

禧
洲 

 

益
中 

鵬
山 

 

前
島 

昊
龍 

 

松
岡 

萠
洲 

野
中 

秀
鳳 

 

八
代 

輝
霊 

 

廣
重 

光
風 

 

日
置 

彩
峰 

杉
浦 

容
楓 

 

小
野
光
翠
扇 

 

山
路 

泰
洲 

 

横
山 

寿
城 

山
内 

正
風 

 

向
山 

侑
吟 

 

山
本 

賀
陽 

 

多
田 

正
稔 

多
田 

正
満 

 

八
文
字
剛
洲 

 

安
永 

江
悠 

 

青
柳
芳
寿
朗 

田
中 

岳
藤 

 

山
口 

華
雋 

 

横
山 

精
真 

 

◎
大 

会 

参 

与 

山
本 

兼
正 

 

黒
田 

秀
月 

 

熊
木 

雪
洲 

 

後
藤 

月
戈 

加
藤 

紫
昇 

 

宮
島 

神
鳳 

 

奥
村 

精
曄 

 

齋
木 

彩
染 

木
村 

凰
鶴 

 

鈴
木 

洲
玉 

 

星
野 

洲
虹 

 

佐
々
木
翠
鵬 

池
田 

嶺
煌 

 

上
久
保
雪
女 

 

石
井 

桃
苑 

 

田
中 

竜
真 

松
永 

悠
楓 

 

榊
原 

静
芳 

 

鈴
木 

凱
山 

 

石
川 

春
洋 

星
野 

紫
虹 

 

志
塚 

心
將 

 

菱
谷 

彩
佑 

 

小
林 

北
鵬 

梶 
 

凰
映 

 

勝
部 

吼
嶺 

 

梅
澤 

昌
峰 

 

阿
部 

吟
鳳 

中
澤 

春
誠 

 

甕 
 

経
風 

 

奥
脇 

嶽
津 

 

薦
田 

南
尚 

白
男
川
洌
風 

 

髙
橋 

瑞
祥 

 

麻
生 

契
春 

 

三
橋 

吟
煌 

毛
塚 

静
精 

 

寺
嶋 

城
靖 

 

粟
野 

電
瞱 

 

鈴
木 

海
洲 

久
保
田
正
峰 

 

小
林 

岳
章 

 

寺
山 

天
洲 

山
下 

神
燈 

小
峯 

昊
苑 

 

丹
治 

独
風 

 

石
井 

誠
紀 

 

長
谷
部
紫
帛 

 <
県
連
代
表> 

澤
石 

峯
洲 

 

梅
田 

錦
翠 

 

阿
部 

清
心 

 

立
身 

岳
元 

舘
岡 

奥
鵬 

 

宮
川 

紫
朋 

 

宍
戸 

岳
荘 

髙
橋 

瑞
祥 

上
田 
岳
美 

 

黒
田 

秀
月 

 

齋
藤 

心
晃 

池
田 

嶺
煌 

石
井 

桃
苑 

 

清
水 

錦
洲 

 

毛
塚 

靜
精 

田
中 

国
臣 

小
松 

獅
剣 

 
杉
山 

翔
鴻 

 

遠
藤 

晃
楓 

臼
井 

寛
洲 



松
澤 

天
楓 

 

北
瀬 

岳
櫻 

 

渡
邉 

皇
洲 

山
本 

演
志 

堀
口 

孝
心 

 

吉
田 

觀
心 

 

山
田 

静
将 

山
口 

華
雋 

渡
辺 

紘
山 

 

芳
倉 

清
峰 

 

古
川 

壽
泉 

藤
上 

翔
山 

楠
部 
齋
山 

 

髙
木 

法
洲 

 

佐
藤 

翔
風 

中
林 

涼
風 

徳
田 

寿
風 

 

松
井 

松
聲 

 

原
田 

瑞
祥 

濵
田 

翠
峰 

河
野 

鶴
聲 

 
安
部 

洸
霊 

 

伊
藤 

翠
鳳 

藤
本 

誠
堂 

中
武 

玲
星 

 
向
山 

侑
吟 

 

日
向
美
代
峰 

金
城 

岳
周 

 

運 

営 

委 

員 

◎
総
務
・
庶
務
委 

員 

長 

上
久
保
雪
女 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

梶
原 

麗
修 

 
 
 
 
 

 

委 
 

員 

林 
 

煌
月
（
医
務
） 

◎
資
材
管
理 

委 

員 

長 

滝
本 

紫
苑 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

小
池 

洵
風
（
兼
務
） 

◎
計 

 

時 

委 

員 

長 

山
田 

伯
峯 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

黒
柳 

誠
心 

◎
舞
台
進
行 

委 

員 

長 

石
井 

桃
苑 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

宇
井 

修
光 

◎
受 

 

付 

委 

員 

長 

齋
木 

彩
染 

 
 
 
 
 

 

委 
 

員 

林 
 

煌
彩 

◎
司 

 

会 

委 

員 

長 

田
中 

国
臣 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

今
村 

契
鉅 

◎
詩
文
監
査 

委 

員 

長 

佐
々
木
翠
鵬 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

加
藤 

契
琵 

◎
吟 

 

題 

委 

員 

長 

伊
藤 

契
麗 

 
 
 
 
 

 

委 
 

員 

大
山 

宗
鵬 

◎
音
響
記
録 

委 

員 

長 

岡
田 

一
穂 

 
 
 
 
 

 

委 
 

員 

湯
口 

岳
政 

◎
集 

 

計 

委 

員 

長 

熊
木 

雪
洲 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

石
川 

春
海 

 

星
野 

紫
栄 

林 
 

煌
彩
（
兼
務
） 

 
 
 
 
 

 

委 
 

員 

西
岡 

緑
優 

◎
接 

 

待 

委 

員 

長 

星
野 

洲
虹 

 
 
 
 
 

 

委 
 

員 

武
田 

紫
旭 

◎
賞 

 

典 

委 

員 

長 

田
中 

竜
真 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

土
方 

昊
鶴 

◎
賞
状
作
成 

委 

員 

長 

石
井 

錦
文 

 
 
 
 
 

 

委 
 

員 

石
井 

嶺
亮 

◎
会 

 

場 

委 

員 

長 

小
峯 

昊
苑 

同 
 
 
 

副
委
員
長 

小
池 

洵
風 

 

須
藤 

紘
誓 

 
 
 
 
 

 

委 
 

員 

目
黒 

恭
鵬 

 

木
屋 

萩
優 

 

◎
大
会
本
部 

事 

務 

局 

事 

務 

局 

長 

大
田 

直
樹 

事 

業 

課 

長 

大
塚 

政
暢 

総 
務 

課 

員 

森
谷 

文
子 

事 
業 

課 

員 

堤 
 

由
美 



全
国
少
壮
吟
詠
家
選
考
審
査
会 

実
施
要
項 

 

(１)
こ
の
審
査
会
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
吟
剣
詩
舞
振
興
会
（
以
下
財
団
と
呼

ぶ
）
が
実
施
す
る
も
の
で
、
全
国
の
少
壮
吟
詠
家
を
目
指
す
者
の
選
抜
と
研

修
及
び
審
査
を
行
う
場
と
し
、
吟
詠
の
芸
術
的
向
上
を
図
り
、
あ
わ
せ
て
吟

剣
詩
舞
道
の
普
及
振
興
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
に
行
う
も
の
で
あ
る
。 

 

(２)
こ
の
審
査
会
の
参
加
資
格
は
、
財
団
加
盟
の
各
団
体
・
各
流
・
各
会
派
所
属

の
吟
詠
家
で
吟
歴
七
年
以
上
、
指
導
歴
三
年
以
上
の
経
験
を
有
す
る
者
。
ま

た
年
齢
が
令
和
五
年
四
月
一
日
現
在
、
満
三
十
歳
以
上
五
十
五
歳
以
下
で
、

会
長
以
上
の
責
任
者
の
推
薦
を
受
け
た
者
、
あ
わ
せ
て
次
の
い
ず
れ
か
の
資

格
を
満
た
す
こ
と
を
そ
の
条
件
と
す
る
。 

・
過
去
の
全
国
少
壮
吟
詠
家
審
査
コ
ン
ク
ー
ル
決
選
大
会
入
選
者 

・
財
団
主
催
の
全
国
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
「
青
年
の
部
」
及
び
「
一
般
一
部
」

の
上
位
入
選
者
（
一
位
か
ら
五
位
（
過
去
の
年
度
は
問
わ
な
い
）
） 

・
そ
の
他
、
特
出
し
た
吟
詠
活
動
を
行
っ
て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
者 

 

(３)
こ
の
審
査
会
に
参
加
を
希
望
す
る
者
は
、
財
団
が
行
う
書
類
審
査
に
応
募
し
、

そ
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
者
が
少
壮
吟
士
準
候
補
（
以
下
「
同
準
候
補
」
）
選

抜
試
験
（
選
考
会
）
に
進
む
こ
と
が
出
来
る
。 

(イ)
同
準
候
補
選
抜
試
験
は
、
個
人
面
接
と
実
技
（
受
験
者
が
得
意
と
す
る
絶

句
一
題
を
そ
の
場
で
吟
じ
る
）
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。 

(ロ)
同
準
候
補
の
定
員
は
原
則
十
七
名
を
上
限
と
す
る
。 

 

(４)
同
準
候
補
と
な
っ
た
者
は
、
少
壮
吟
士
候
補
に
な
る
ま
で
、
一
年
に
一
度
開

催
さ
れ
る
研
修
（
研
修
会
）
の
受
講
と
、
同
じ
く
一
年
に
一
度
開
催
さ
れ
る

審
査
（
審
査
会
）
に
計
三
度
合
格
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
た
だ
し
過
去

の
全
国
少
壮
吟
詠
家
審
査
コ
ン
ク
ー
ル
決
選
大
会
入
選
経
験
者
は
そ
の
限
り

で
は
な
く
、
一
回
入
選
者
は
二
回
の
合
格
、
二
回
入
選
者
は
一
回
の
合
格
で

少
壮
吟
士
候
補
と
認
め
ら
れ
る
。 

 

(イ)
同
準
候
補
は
、
一
年
の
内
の
研
修
及
び
審
査
の
い
ず
れ
を
欠
い
て
も
不
合

格
と
す
る
。 

(ロ)
同
準
候
補
と
し
て
活
動
で
き
る
期
間
は
原
則
五
年
間
と
す
る
。 

(ハ)
研
修
会
は
一
日
開
催
と
し
、
審
査
会
は
公
開
で
実
施
す
る
も
の
と
す
る
。 

(ニ)
審
査
会
に
つ
い
て
は
、
後
に
示
す
審
査
会
実
施
要
項
に
基
づ
き
行
う
。 

(ホ)
少
壮
吟
士
候
補
へ
の
昇
格
者
等
が
出
た
場
合
、
そ
の
欠
員
分
を
翌
年
募
集

す
る
。 

(へ)
同
準
候
補
は
、
少
壮
吟
詠
家
選
考
審
査
会
を
受
け
て
い
る
期
間
中
、
全
国

吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
参
加
や
他
の
活
動
も
並
行
し
て
行
う
こ
と
が
許
さ

れ
る
。 

 

(５)
少
壮
吟
士
候
補
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
者
は
、
別
に
定
め
る
資
格
審
査
を
経
た

の
ち
、
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
の
式
典
に
お
い
て
少
壮
吟
士
と
し
て
認
定
、

表
彰
さ
れ
る
。 

 

令
和
五
年
度
全
国
少
壮
吟
詠
家
選
考
審
査
会 

審
査
会
実
施
要
項 

 

(１)
こ
の
審
査
会
は
財
団
本
部
が
主
催
し
、
そ
の
運
営
は
全
国
大
会
実
行
委
員
会

が
担
当
し
て
次
の
審
査
要
領
に
よ
っ
て
実
施
す
る
。 

 

(イ)
審
査
委
員
は
原
則
と
し
て
本
部
役
員
と
邦
楽
専
門
家
に
よ
っ
て
構
成
さ

れ
、
財
団
本
部
理
事
会
で
決
定
す
る
。 

(ロ)
一
般
審
査
に
お
い
て
、
同
準
候
補
は
課
題
曲
十
五
題
の
中
か
ら
抽
選
で
選

択
し
た
一
題
（
以
下
「
抽
選
曲
」
）
と
、
自
ら
選
ぶ
曲
一
題
（
以
下
「
選

択
曲
」
）
の
計
二
題
を
吟
じ
る
。 

(ハ)
出
吟
順
は
、
厳
正
公
平
な
抽
選
で
決
定
し
た
決
選
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
順
の

順
番
ど
お
り
に
行
い
、
ま
ず
抽
選
曲
を
一
巡
し
た
後
、
選
択
曲
を
同
じ
順

番
で
一
巡
す
る
。 

(ニ)
抽
選
曲
の
決
定
の
方
法
を
次
の
通
り
定
め
る
。 

ａ
．
封
筒
十
五
通
を
一
組
と
し
、
こ
の
封
筒
の
中
に
課
題
曲
十
五
題
の
う

ち
の
一
曲
の
詩
文
六
枚
ず
つ
を
入
れ
て
お
く
。 

ｂ
．
出
吟
者
は
十
五
人
区
切
り
で
区
分
し
、
出
場
順
の
若
い
ほ
う
か
ら
抽

選
す
る
。 

 



ｃ
．
出
吟
者
は
六
枚
の
詩
文
に
出
吟
番
号
、
氏
名
、
音
階
及
び
曲
目(

音

階
及
び
曲
目
の
記
入
は
一
枚
の
み)

を
書
き
込
み
、
吟
題
委
員
長
に

提
出
、
吟
題
委
員
長
は
確
認
印
を
押
し
、
一
枚
を
司
会
、
一
枚
を
音

響(

音
階
及
び
曲
目
記
入
分)

、
一
枚
を
詩
文
監
査
、
二
枚
を
発
音
審

査
委
員
に
提
出
、
一
枚
を
出
吟
者
に
渡
す
。(

出
吟
中
こ
の
詩
文
を

見
て
吟
じ
て
も
よ
い)

音
階
は
、
あ
ら
か
じ
め
届
け
出
た
も
の
と

し
、
当
日
の
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
。 

 

ｄ
．
吟
題
委
員
は
別
に
出
吟
者
詩
文
原
簿
を
作
成
す
る
。 

 

ｅ
．
抽
選
は
、
開
会
式
前
に
公
開
で
行
う
。 

 

(ホ)
選
択
曲
に
つ
い
て
は
、
財
団
発
行
の
『
吟
剣
詩
舞
道
漢
詩
集
』
掲
載
の
絶

句
の
中
か
ら
得
意
な
も
の
を
一
題
選
び
、
音
階
及
び
曲
目
と
共
に
あ
ら
か

じ
め
財
団
に
届
け
出
た
も
の
と
し
、
当
日
の
変
更
は
認
め
ら
れ
な
い
。
ま

た
、
選
択
曲
は
詩
文
を
見
な
が
ら
吟
じ
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
い
。 

(へ)
抽
選
曲
が
選
択
曲
と
同
一
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
財
団

に
届
け
て
出
た
第
二
候
補
の
絶
句
一
題
を
選
択
曲
と
す
る
。 

(ト)
吟
じ
方
は
、
ま
ず
司
会
者
が
出
場
者
の
番
号
・
氏
名
・
吟
題
を
紹
介
し
、

出
場
者
は
財
団
指
定
の
「
吟
剣
詩
舞
道
伴
奏
集
」
の
前
奏
を
確
認
し
て
吟

じ
始
め
る
。
吟
題
は
言
わ
ず
、
出
吟
前
後
の
敬
礼
は
省
略
す
る
。 

(チ)
吟
詠
時
間
は
吟
じ
始
め
て
か
ら
二
分
以
内
に
吟
じ
終
る
も
の
と
す
る
。 

(リ)
次
の
場
合
は
失
格
と
す
る
。 

ａ
．
出
吟
ま
で
に
吟
題
決
定
の
所
定
の
手
続
き
を
行
わ
な
か
っ
た
場
合
。 

ｂ
．
出
番
の
と
き
い
な
か
っ
た
場
合
。 

ｃ
．
課
題
吟
以
外
の
も
の
を
吟
じ
た
場
合
。 

ｄ
．
詩
文
の
読
み
が
指
定
さ
れ
た
も
の
と
異
な
っ
た
場
合
。 

ｅ
．
吟
詠
の
途
中
で
絶
句 

(

つ
か
え
る
こ
と)

し
た
場
合
。 

ｆ
．
吟
じ
始
め
て
か
ら
二
分
を
超
え
た
報
せ
の
ベ
ル
が
鳴
っ
た
場
合
。 

ｇ
．
そ
の
他
、
審
査
委
員
長
が
失
格
と
認
め
た
場
合
。 

(ヌ)
成
績
の
判
定
は
「
吟
詠
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
規
定
」(

日
吟
振
内
規)

に
よ
る

も
の
と
し
、
発
声(

声
質
、
技
術)

、
調
和
、
発
音
、
詩
心
、
態
度
の
五
項

目
と
し
、
得
点
の
多
い
者
を
上
位
者
と
す
る
。
同
点
の
場
合
は
審
査
委
員

長(

ま
た
は
委
員
長
代
行)

の
得
点
が
多
い
者
を
上
位
と
す
る
。
審
査
委
員

長(

代
行)

の
得
点
も
同
点
の
場
合
は
、
審
査
員
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
掲
載
序
列

順
に
、
上
位
の
審
査
員
の
得
点
が
多
い
者
を
上
位
と
す
る
。 

 

(ル)
審
査
の
採
点
は
次
の
各
項
に
ウ
エ
イ
ト
を
お
い
て
行
う
。 

 

ａ
．
声
の
美
し
さ
、
品
性
、
渋
さ
な
ど
と
と
も
に
、
発
声
の
自
然
さ
、
声

量
の
豊
か
さ
、
声
の
明
瞭
さ
、
節
回
し
の
よ
さ
が
あ
る
か
ど
う
か
。 

ｂ
．
伴
奏
曲
と
調
和(

音
程
を
含
む)

し
て
い
る
か
ど
う
か
。 

 

ｃ
．
共
通
語
ア
ク
セ
ン
ト 

(

わ
た
り
を
含
む)

及
び
ガ
行
鼻
音
が
正
確
か

ど
う
か
。 

 

ｄ
．
詩
情
表
現
の
的
確
さ
、
味
が
あ
る
か
ど
う
か
。 

 

ｅ
．
舞
台
マ
ナ
ー
、
吟
詠
マ
ナ
ー
、
社
会
人
と
し
て
の
エ
チ
ケ
ッ
ト
が
備

わ
っ
て
い
る
か
ど
う
か
。 

 

(２)
合
格
者
は
審
査
終
了
後
、
審
査
委
員
会
議
で
決
定
さ
れ
、
そ
の
発
表
は
一
般

審
査
の
終
了
後
に
行
わ
れ
る
。 

 

 
 (３)

特
別
審
査
等
規
定
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。 

 

(イ)
す
で
に
二
回
合
格
し
て
い
る
人
は
、
一
般
審
査
で
の
成
績
が
上
位
の
場
合

は
、
一
般
審
査
終
了
後
に
行
わ
れ
る
特
別
審
査
に
出
場
す
る
。 

(ロ)
特
別
審
査
の
吟
題
は
律
詩
課
題
制
と
し
、
出
場
者
吟
詠
終
了
後
、
直
ち
に

行
わ
れ
る
五
人
単
位
の
抽
選
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
も
の
を
吟
じ
る
も
の

と
す
る
。
特
別
審
査
は
詩
文
を
見
て
吟
じ
て
も
よ
い
。 

(ハ)
特
別
審
査
出
場
者
の
う
ち
、
特
別
審
査
で
一
定
の
基
準
以
上
の
成
績
を
収

め
た
人
は
合
格
と
し
、
少
壮
吟
士
候
補
と
し
て
推
薦
さ
れ
る
。 

(ニ)
特
別
審
査
出
場
者
の
う
ち
、
特
別
審
査
で
一
定
の
基
準
以
上
の
成
績
を
収

め
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
人
は
、
合
格
者
と
み
な
さ
れ
な
い
。 

 
 (４)

審
査
会
参
加
者
の
特
典
を
次
の
と
お
り
定
め
る
。 

 

(イ)
合
格
者
は
大
会
当
日
会
場
で
審
査
会
合
格
者
と
し
て
表
彰
し
、
次
年
度
に

行
わ
れ
る
各
種
全
国
大
会
へ
の
出
演
者
に
推
薦
さ
れ
る
。 

(ロ)
少
壮
吟
士
候
補
と
し
て
推
薦
さ
れ
た
人
は
、
別
に
定
め
る
資
格
審
査
を
経

た
の
ち
、
全
国
吟
剣
詩
舞
道
大
会
の
式
典
に
お
い
て
少
壮
吟
士
と
し
て
認

定
、
表
彰
さ
れ
る
。 

 
 

 



「
注
意
」 

一
、
詩
文
の
読
み
方
は
財
団
発
行
の
『
吟
剣
詩
舞
道
漢
詩
集
』
に
、
ま
た

詩
文
の
ア
ク
セ
ン
ト
は
財
団
発
行
の
『
吟
剣
詩
舞
道
ア
ク
セ
ン
ト
付

き
漢
詩
集
』
に
よ
り
ま
す
。 

二
、
出
場
者
が
、
抽
選
用
詩
文
用
紙
以
外
の
詩
文
を
見
な
が
ら
吟
じ
る
場

合
、
用
紙
の
大
き
さ
は
、
は
が
き
大
と
し
ま
す
。 

三
、
成
績
発
表
並
び
に
賞
状
授
与
の
時
に
不
在
の
人
は
失
格
と
な
り
ま
す
。 

四
、
本
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
財
団
が
撮
影
し
た
写
真
や
映
像
に
つ
い
て

は
、
財
団
が
発
行
す
る
雑
誌
、
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及
び
テ
レ
ビ
放

映
な
ど
に
て
使
用
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。 

 

令
和
五
年
度
全
国
少
壮
吟
詠
家
選
考
審
査
会 

一
般
審
査
指
定
吟
題 

 

絶
句
編 

① 

稲
叢
懐
古 

 
 

(

太
宰
春
台) 

② 

芳
野
懐
古 

 
 

(

梁
川
星
巌) 

③ 

中
庸 

 
 
 

 
 

(

元
田
東
野) 

④ 

逸
題 

 
 

 
 

(

山
内
容
堂) 

⑤ 

竹
里
館 

 
 

 
(

王 
 

維) 

⑥ 

静
夜
思 

 
 

 
(

李 
 

白) 

⑦ 

磧
中
の
作 

 
 

(

岑 
 

参) 

⑧ 

夜
受
降
城
に
上
っ
て
笛
を
聞
く 

(

李 
 

益) 

続
絶
句
編 

⑨ 

春
流 

 
 

 
 

(

北
条
時
頼) 

⑩ 

絵
の
島 

 
 

 
 

(

菅 

茶
山) 

⑪ 

獄
中
の
作 

 
 

 
(

橋
本
左
内) 

⑫ 

両
英
雄 

 
 

 
 

(

徳
富
蘇
峰) 

⑬ 

春
行
し
て
興
を
寄
す 

 
(

李 
 

華) 

⑭ 

長
安
主
人
の
壁
に
題
す 

 
(

張 
 

謂) 

⑮ 

清
明 

 
 

 
 

(

杜 
 

牧) 

 

特
別
審
査
指
定
吟
題 

 

① 

九
月
十
五
夜 

 
 

(

菅
原
道
真) 

② 

筑
前
城
下
の
作 

 
 

(

広
瀬
淡
窓) 

③ 

大
楠
公 

 
 

 
(

河
野
天
籟) 

④ 

帰
省 

 
 

 
(

狄 

仁 

傑) 

⑤ 

山
中
の
月 

 
 

(

真 

山 

民) 



◆
審 

査 

会 

出 

場 

者 
※
抽
選
曲
・
選
択
曲
と
も
プ
ロ
グ
ラ
ム
掲
載
の
順
番
に
て
実
施
す
る
。 

6 5 4 3 2 1 
出
吟
順 

吉 

澤 

純 

子 

林 

田 

麻 

由 

荒 

﨑 

有
紀
江 

吉 

田 

あ
ゆ
み 

綿 

谷 

未
由
子 

桶 

谷 

麻 

美 

氏 
 

 

名 

東 

京 

大 

分 

神
奈
川 

大 

分 

三 

重 

富 

山 
所
属 

総
連 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成 

績 

       

12 11 10 9 8 7 
出
吟
順 

平 

野 

千 

草 

阿 

部 

香 

織 

梅 

田 
め
ぐ
み 

井 

戸 

隆 

裕 
郡 

司 

明 

子 

七
五
三 

聖 

子 

氏 
 

 

名 

佐 

賀 

東 

京 
大 

分 

大 

阪 

群 

馬 

兵 

庫 

所
属 

総
連 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成 

績 

       

18 17 16 15 14 13 
出
吟
順 

辻 
 
 

寛 

子 

太 

田 

武 

志 

德 

安 

秀 

作 

中 

西 

光 

恵 

甫 

守 

美
和
子 

荒 

﨑 

春 

奈 

氏 
 
 

名 

神
奈
川 

千 

葉 

福 

岡 

兵 

庫 

福 

岡 

神
奈
川 

所
属 

総
連 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

成 

績 

二
回
入
選 

二
回
入
選 

二
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 

一
回
入
選 


